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利
尻島国保中央病院への透析医療支援無事終了     

(社)北海道臨床工学技士会ニュース 
NO．８８

ホームページ  http://hcea.umin.ac.jp 
事務局へのお問い合わせは上記 HomePageお問い合わせフォームより
会 期   2009年 10月 9日（金）～10（土） 
会 場   ロイトン札幌 

（札幌市中央区北１条西１

参加費     『医師,企業』：10,000 円 

『コ・メディカル』：8,000 円 

『学生』：3,000 円 (学生証を呈示して下さ

上記日程で第 20回北海道臨床工学会が開催されます。
会員各位の日常業務及び創意工夫、研究など奮って多数

ます。 
また会員のみなさまにおかれましては、時節柄、御多忙

加をお願い申しあげます。 
詳細は（社）北海道臨床工学技士会ホームページにてお知

■会   期  2009年 11月 28日（土）～
■会   場  札幌コンベンションセンター

        〒003-0006 札幌市白石区東札幌
TEL 011-817-1010 FAX

■大  会  長  室橋高男 
■大会事務局長  真下 泰 
■演題本登録期間 2009年 10月 1日（木）～

第 20 回北海道臨床工学

第 20 回日本急性血液浄化
発行人：室橋 高男 
〒060-0033  
札幌市中央区北３条東８丁目  
ＪＡ北海道厚生連  
札幌厚生病院 臨床工学技術部門 

TEL０１１－２６１－５３３１ 
FAX０１１－２７１－５３２０
 
の演題発表をお願い申しあげ

のことと存じますが多数の参

らせいたします。 

29日（日）   
 
6条 1丁目 1-1 
 011-820-4300 

 10月 31日（木）  

会のおしらせ
 

１丁目） 

い) 

学会学術集会 
JSBPCC 20 
JSBPCC20 ホームページ  http://www.jsbpcc20.jp/overview.html
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十数年ぶりに臨床現場に復帰しブランクを埋

めるのに必死になって透析業務、ＭＥ機器の保

守点検を行い、赴任してからの３カ月は怒涛の

ごとく過ぎ去っていったような気がします。今

では９名の透析患者様と島の名産物（うに、昆

布、ホタテ、魚類）や利尻富士、観光名所につ

いての話題を中心にコミュニケ－ションをと

り、透析業務においては穿刺をはじめ開始・返

血を一通り行い、ＭＥ機器では、各機器の保守

点検表を見直しながら実施し、新規ＭＥ機器選

定・購入も行っております。 
 地域医療の財政難を問われている昨今、本病

院も例外ではなくいかにコストを落として無駄

使いを減らすのかを職員一人一人念頭に置かな

ければならず、その中でも高価な医療機器を購

入する際の選定を全て任せられている臨床工学

技士の役割は非常に大きいものだと実感してお

ります。 
 最後になりますが、臨床現場や地域医療の実

態を数年後の教育現場に復帰した際に、学生へ

の指導の礎になればと思い日々精進していきた

い所存です。 
 
＜P.S＞８月初旬から西野学園と北海道臓器移 
植協賛の番組がＨＢＣで毎週月曜日 or 日曜日
に５分程度放映され、私も利尻島国保中央病院

勤務の様子が８月下旬 or９月上旬に放映されま
す。機会があれば、ぜひ放送を見ていただける

と嬉しい限りです。 

道内に最初の学科として西野学園に臨床工学技

士科が設立され１期生として卒後、札幌市内の病

院に数年勤務を経て縁があり母校の西野学園で８

年間教鞭をとらせていただきました。教育現場に

おいて学生が中心であり、養成校の義務として国

家試験合格率、就職率、臨床実習を常に念頭に置

きながら日々奔走していたのを憶えております。

 また、最近の若い世代の接遇欠如、精神力脆弱、

周囲適応力不足などを臨床現場の技士の方々から

指摘を受け、授業中に実体験や臨床現場の技士の

方々からの情報を基に学生へ指導を行っていまし

たが、私も臨床現場から十数年ブランクがあるた

め学生へ対して現在の医療を語る上で充足感が満

たされていませんでした。 
 そうこうしているうちに、昨年 10月頃から利尻
島国保中央病院で臨床工学技士を募集し、既卒生

に聞いてはみるものの島にはなかなか行きたがら

ず、年齢的にも臨床現場を視野に置いていたこと

もあり、私が志望し今年４月から透析室へ勤務す

ることになりました。 

 

教育現場から臨床現場へ 
～地域医療の現状～ 

                      

利尻島国保中央病院  福嶋 満男 
利尻富士 
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電波の医療機器への影響に関する調査結果 
1 調査内容  

 新たに導入された 800MHz 帯及び

CDMA2000方式（CDMA2000 1X及びC  

1xEV-DO 方式を含む）の携帯電話用小

ータから発射される電波が、現在使用され

込み型医療機器（植込み型心臓ペース

込み型除細動器）の代表的機種へ及ぼ

ついて、その影響が最も大きくなる試験条

して調査を実施しました。 

調査機種の概要は次のとおりです。 
 

(1) 携帯電話用小電力レピータ  

 携帯電話事業者の協力を得て、次の携

小電力レピータについて調査を実施しま

・800MHz帯及び2GHz帯CDMA2000方

電話用小電力レピータ  1 機種 

 

(2) 植込み型医療機器  

 日本医用機器工業会ペースメーカ協議

を得て、次の植込み型医療機器について

施しました。これらは、現在稼働中の機器

ることを目標として、代表機種を選択してい

・植込み型心臓ペースメーカ 43機種
・植込み型除細動器 28機種 
 

2 調査結果概要  

【植込み型心臓ペースメーカ】 

  影響は確認されませんでした。 

【植込み型除細動器】 

  影響は確認されませんでした。 

 
注1 本調査では、植込み型医療機器

影響が最大となるよう、携帯電話

レピータの送信出力を最大にする

しい条件で試験を実施しております

 

注 2  本調査の過程においては、より安

する観点から、実際の携帯電話用

ピータの機器よりもアンテナの利得

試験条件等について調査を行っ

の結果として、植込み型医療機器

の距離で影響がみられましたが、

は実際の携帯電話用小電力レピ

器による調査結果を示すものでは

ん。 

携帯電話用小電力レピータの電波が、植込み型医

療機器へ与える影響に関する調査ということで総務

省より以下の報道がされています。 

詳細は総務省のHP（http://www.soumu.go.jp 

/menu_news/s-news/13465.html）をご覧ください。 

800MHz帯及び 2GHz帯CDMA2000 方式の 

携帯電話用小電力レピータの電波が 

植込み型医療機器へ与える影響に関する調査

 
1 経緯  

 総務省では、平成12年度より毎年度「電波の医

療機器等への影響に関する調査研究」を実施し

てきており、平成 20 年度は、800MHz 帯及び

2GHz 帯 CDMA2000 方式（CDMA2000 1X 及び

CDMA2000 1xEV-DO 方式を含む）の携帯電話

用小電力レピータから発射される電波が、植込み

型医療機器（植込み型心臓ペースメーカ、植込

み型除細動器）に与える影響に関する調査を実

施しました。 

 
2 調査結果概要  

 今回の調査では、800MHz 帯及び 2GHz 帯

CDMA2000 方 式 （ CDMA2000 1X 及 び

CDMA2000 1xEV-DO 方式を含む）の携帯電話

用小電力レピータから発射される電波が植込み

型医療機器（植込み型心臓ペースメーカ、植込

み型除細動器）へ及ぼす影響について、影響が

ないことを確認しました。調査結果の詳細につい

ては、「別紙」を御覧ください。 

  
関係資料 

・ 各種電波利用機器の電波が植込み型医療機器

へ及ぼす影響を防止するための指針 

・ 電波の医療機器等への影響に関する調査研究

報告書  

・ 医用電気機器への電波の影響を防止するため

の携帯電話端末等の使用に関する指針 

http://www.emcc-info.net/others/keitai.html  
別紙内容 
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２００７年５月に、日本臨床工学技士会組織委員会傘下組織として発足し、組織委員会の活動方針

である”組織力向上”に呼応し、４０歳未満の若手（会員の７０%）の立場で対策を立案・実行する、

という目的で全国８地区の担当委員１０名とその下に連絡委員５０名で構成し現在活動中です。委

員・連絡委員ともに２０代・３０代で構成されています。 

今のところ具体的な活動は、メールマガジンの配信のみとなっていますが、今年度にアンケートを

とりその結果からこれからの活動を構築していく予定となっています。 

今回の徳島での学会から、Yボードとしての現在の状況や今後の展開などの発表がありました。 

これから毎年学会では取り上げられていき発表されていきます。 

 

現在主な活動となっているメールマガジンの配信数を増やすことが、Yボードに対する皆様からの理

解と今後の発展につながると思い活動しています。 

メールマガジンでは、各都道府県の一般的な情報から、臨床工学技士にまつわる情報まで幅広く取り

扱っています。職種・年齢に関わらず誰でも登録できますので気軽に登録してください。 

Y ボードメールマガジン登録は、日臨工もしくは道臨工ホームページにリンクがありますので、そこ

から登録お願いします。 

 

                            Y ボード 北海道連絡委員 大宮 裕樹 
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平成21年度における8月までの理事会において

以下の報告・協議がされました。 

・道庁へ今年度総会報告（活動・事業計画等）、 

無事終了。 

・事業計画にあったアフェレシス技術講習会（道臨 

工共催）は、日本アフェレシス学会が９月に札幌開

催となり、その中で開催されることから本年度は中

止。 

・新公益法人認定を来年度総会を目指し、今後具

体的資料作成など進める。 

・道臨工会員 高橋秀一氏の学術委員会委員を解任。

重要!!
会費納入についてのお願い
今年度の会費を受け付けております。前年度・
複数年度未納の方は、大至急納入していただく
ようにお願いいたします。また、今年度分の会費
も早急に納入していただくようご協力お願いいた
します。 
また年会費の振り込み忘れなどを防ぐための
自動口座振替制度も用意しています。まだ手続
きをされていない会員の方には是非ともご理解
頂き、こちらを利用していただくよう強くお願い申
し上げます。なお手続き等に関しましては技士会
ームページをご覧下さい。 ホ

 
＊会費を振り込まれた際に手続きの関係上、
行き違いがあった場合はご容赦願います。
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下記に示すセミナー、学会等が開催されます。皆

多数の参加をお願いいたします。詳細は（社）北

道臨床工学技士会ホームページまたは各記載

webサイトをご覧ください。 

***************************************** 
009 年  9 月 5 日（土）～ 6 日（日） 

第 76 回 北海道透析療法学会 

第 36 回 東北腎不全研究会 合同開催」 

会場 仙台国際センター 

       仙台市青葉区青葉山無番地 

ttp://www.dotoseki.net/ 
***************************************** 
009 年  9 月 5 日（土）～ 7 日（月） 

いきいき福祉 2009 

（同時開催 ねんりんピック北海道・札幌 2009）」 

会場 アクセス札幌 

        札幌市白石区流通センター4丁目3－55
***************************************** 
009 年  9 月 10 日（木）～ 12 日（土） 

第 30 回 日本アフェレシス学会学術大会」 

会場 京王プラザホテル札幌 

      札幌市中央区北 5条西 7丁目 2-1 

ttp://jsfa30.org/ 
***************************************** 
009 年  9 月 20 日（日） 

第 4回 医療安全セミナー 

 透析室感染対策 あなたのところは大丈夫？ -」

会場 北大学術交流会館 

         札幌市北区北 8条西 5丁目
***************************************** 
009 年 10 月 9 日（金）～ 10 日（土）  

第 20 回 日本急性血液浄化学会学術集会」 

会場 ロイトン札幌 

         札幌市中央区北 1条西 11 丁目 

ttp://www.jsbpcc20.jp/access.html 
***************************************** 
009 年 10 月 17 日（土）～ 18 日（日）  

    10 月 24 日（土）～ 25 日（日） 

第 2回 MDIC 認定セミナー」 

会場 札幌商工会議所 Aホール 

    札幌市中央区北1条西2丁目 
*****************************************
009 年 11 月 1 日（日） 

第 4回 血液浄化セミナー」 

会場 西野学園大講堂 

       札幌市中央区南 4条西 11 丁目 
*****************************************
******************************************
2009 年 11 月 15 日（日） 

「第２回 血液浄化工学ビデオセミナー」 

 会場 中外製薬株式会社札幌支店 会議室 

        札幌市中央区北３条西４丁目１－１ 

日本生命札幌ビル８階 
******************************************
2009 年 11 月 28 日（土）～ 29 日（日） 

「第 20 回 北海道臨床工学会」 

 会場 札幌コンベンションセンター 

          札幌市白石区東札幌 6条西 1丁目 
******************************************
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も出来ないし言い訳もできない。自分のミスも自

分で責任をとり、そのミスを二度と起こさないよ

うにしなければならない。 

 最近まで、本当に情けない話だが、そのような

当たり前のことを理解したつもりになっていて、

本当は理解していなかった。だからこそ同じよう

なミスを何度も繰り返してしまったこともあっ

た。しかしそれにより、仕事に対する責任感を実

感し、本当に理解することができた。 

 そしてまた、その責任感と同時に妥協は許され

ないということも実感した。学生のときは苦手な

教科の勉強を疎かにするなど、少なからず妥協は

許されていた。しかし現場では苦手な業務があっ

ても、ミスが一つもないように確実に行っていか

なければならない。苦手だから出来ないでは話に

ならない。妥協を一つすることで患者さまに大き

な影響を与えてしまう可能性もある。 

 これらのことを実感したからこそ、まだまだ技

術も知識も未熟な自分が、いつか患者さまの命を

奪ってしまうのではないかという恐怖のため、現

場で業務を行うことが怖くなる時もある。本当に

そうならないように、知識も技術もしっかりと身

につけていきたい。そしてこれらのことを絶対に

忘れることなく、しっかりと自分の胸に刻み、こ

れからも働いていきたい。とにかく今は自分ので

きることを一つずつ増やしていき、なるべく早く、

先輩方と同じように働けるようになるように頑張

りたい。 

現場に出てみて、全ての業務において患者さまに

直接繋がっていることを実感した。そしてそれに

より、全ての業務を自分が責任を持って行わなけ

ればならないということを実感した。自分がミス

をしてしまったとき、当たり前だが誰かのせいに

このコーナーは、平成20年度の卒業生で（社）

北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨

床工学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後

の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーで

す。 

今回は、現在札幌センチュリー病院にて勤務中

の阿部 彩香さんです。 

 

現在  札幌センチュリー病院 勤務 

 

なかった。しかし実際の
頑張れ！フレッシャーズ
北海道ハイテクノロジー専門学校 卒業 

阿部 彩香 
入職するとやっぱり、

学生の時と何もかもが

違っていた。その中でも

一番違うと感じたこと

は責任感である。正直、

学生の時では、自分の行

うことが全て患者さま

に繋がるという実感が
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